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日本バーチャルリアリティ学会

　　　　　　　　　　　会計規程
2007年 12 月   1 日制定
2008 年   4 月   1 日改定
2009 年   4 月   1 日改定
2010 年   3 月   8 日改定
2014 年   5 月 16 日改定

第１章　総則

第１条（目的）
　　本会の活動に必要な会計は，学会定款第６章およびそれを補完
　　する本規程によって運営する．会計は，諸取引を正確かつ迅速
　　に処理し，学会の財政状態および運営状態に関し，真実かつ明
　　瞭な報告を行うとともに，学会運営の向上に役立たせることを
　　目的に行う．
第２条（会計の範囲）
　　会計とは，学会定款第６章の定めに従い，事業計画及び予算の
　　立案，執行，事業報告及び決算を行うことを示す．
第３条（会計の原則）
　　会計は，法令，学会定款第６章および本規程の定めによるほか，
　　特定非営利活動促進法第２７条に準拠して処理されなければな
　　らない．
第４条（会計区分）
　　会計区分は，次のとおりとする．
　　　（１）　一般会計 
　　　（２）　特別会計 
　　事業遂行上，一般会計から区分することが適当な場合は特別会
　　計を設けて行なうことができるものとする． 
第５条（会計年度）
　　会計年度は，学会定款第４５条の定める事業年度にしたがい，
　　毎年 1月 1日から 12月末日までとする．
第６条（会計単位）
　　当学会の会計は，本部および支部を一括した統一会計とする．
第７条（会計責任者）
　　会計業務に関する総括責任者は，会計担当理事とする． 
第８条（会計担当者）
　　会計実務は，会長が事務局内に会計担当者を任命し，会計担当
　　者がこれを行う．
第９条（内部牽制）
　　会計責任者は，取引業務およびその会計処理の虚偽，誤謬を発
　　見・防止するため，内部牽制が適切に行われるように常に留意
　　し，必要な措置をとらなければならない．
第１０条（帳簿書類等の保存整理）
　　会計に関する帳簿書類，電子データ，および電子取引情報は，
　　合理的統一的方法により分類整理・保存しなければならない．
　　書類の保存期間は下記の通りとする．
　　　（１）　決算書類（財産目録，賃借対照表及び収支計算書等）
　　　　　　  は本会の存続期間中．
　　  （２）　その他会計関係書類（帳簿，伝票，税務申告書等）は
　　　　　　  当該年度の決算終了後１０年間．
第１１条（細則）
　　この規程には，会長の決定を経て細則を設けることができる．
第１２条（立案者・決定者）
　　この規程は，会計担当理事が立案し，理事会の決議を経て決定
　　する．

第２章　予算

第１３条（予算の目的）

　　予算は，各会計年度の事業活動を明確な目的をもって表示し，
　　責任の範囲を明らかにし，かつ，予算と実績との比較検討を通
　　じて事業の円滑な運営を図ることを目的とする．
第１４条（予算立案）
　　定款第４６条の定めに従い，会長は毎事業年度ごとに事業計画
　　に伴う収支予算書を作成し，理事会の決議を経て決定する．会
　　計責任者及び会計担当者は，会長の命によりこの実務を担当す
　　る．
第１５条（暫定予算）
　　定款第４６条の定めに従い，やむを得ない理由により予算が成
　　立しない場合には，会長は理事会の決議を経て，予算成立の日
　　まで前事業年度の予算に準じた収入支出を行うことが出来る．
　　この収入支出は，新たに成立した予算の収入支出とみなす．
第１６条（各事業毎の予算）
　　会計責任者は，会計担当者，ならびに必要に応じて事業を担当
　　する理事及び責任者に対し各事業毎の予算案の提出を求め，学
　　会の財政状態を考慮し予算立案の実務を行う．
第１７条（勘定項目）
　　予算立案において，収入および支出の状況並びに財政状態を的
　　確に把握するために必要な勘定科目を設ける．会計担当者は，
　　会計責任者の承認のもと予算作成実務に際して適切な勘定項目
　　を設定し，会長の決定を経て勘定項目細則に明記する．
第１８条（予算の執行）
　　予算の執行者は会長とする．各事業担当の理事は，所管事項に
　　関する収支予算の執行について会長に対して責任を負うものと
　　する．
第１９条（勘定処理の原則）
　　勘定処理を行なうに当たっては，次の原則に留意しなければな
　　らない．
　　　（１）　すべての収入および支出は予算に基づいて処理しなけ
　　　　　　　ればならない．
　　　（２）　収入科目と支出の科目とは直接相殺してはならない．
　　　（３）　支出に応じた収入が確実に見込める予算に指定された
　　　　　　   支出項目，並びに特別会計に関する支出は，会長の承
　　　　　　　認を経て予算額を超えての支出が認められる．
　　　（４）　予算額を超えての収入が生じる場合には，事前もしく
　　　　　　　は事後に会長への報告を行う．
　　　（５）　その他一般に公正妥当と認められた会計処理の基準に
　　　　　　　準拠して行なう．
第２０条（予算の流用）
　　予算の執行に当たり，各勘定項目間において相互に流用しては
　　ならない．ただし，会長が予算の執行上必要があると認めたと
　　きは，中項目相互間において流用することができるものとする．
第２１条（予備費）
　　定款４８条にしたがい，予測しがたい支出予算の不足を補うた
　　め，予算に相当額の予備費を計上できるものとする．予備費の
　　使用にあたっては，理事会の議決を経なければならない．
第２２条（補正予算）
　　定款４９条にしたがい，第１９条第３項による場合を除き，予
　　算成立後やむをえない事由が生じた場合には，理事会および総
　　会の決議を経て，規定予算の追加又は更正を伴う補正予算を組
　　むことができる．新たな特別会計を設定するにあたっては，理
　　事会の決議を経なければならない．

第３章　財務

第２３条（資金の調達）
　　当学会の事業運営に要する資金は，資産より生ずる利息収入，
　　配当収入，その他の運用収入並びに会費収入，入会金収入，寄
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　　付金収入， 事業収入，その他収入によって調達するものとする．
第２４条（資金の借り入れ）
　　第２３条に定める収入によりなお資金が不足する場合には，金
　　融機関からの借入金により調達するものとする．借り入れに際
　　しては，会計担当者ならびに会計責任者が返済計画を作成し，
　　理事会の承認を得なければならない．返済は，原則当該事業年
　　度内に終了するものとする．
第２５条（資金の貸し付け）
　　資金の貸付けは，別に定めるものを除き，理事会の承認を得て
　　会計責任者が行なう．

第４章　金銭出納

第２６条（金銭）
　　　（１）　本規程において金銭とは，現金・預金をいい，現金と
　　　　　　　は内・外国通貨，小切手等をいう．
　　　（２）　敷金等金銭と同一機能を持つものは，金銭に準じて取
　　　　　　　り扱う． 
第２７条（出納）
　　会計責任者は，次の項目につき責任を持つ．会計担当者は，　
　　次の項目について実務を行う．
　　　（１）　金銭の保管，収納，支払い
　　　（２）　支払日の設定
　　　（３）　手元資金の設定
　　　（４）　金銭残高の管理
第２８条（保管）
　　　（１）　金銭（ＡＴＭのキャッシュカードやクレジットカード
　　　　　　　を含む）の保管は，会計責任者の監督のもと，会計担
　　　　　　　当者が行う．
　　　（２）　会計担当者は，現金出納簿を作成し，現金の収入・支
　　　　　　　出があった場合はこれを記帳し，日々現金の残高を把
　　　　　　　握しなければならない．
第２９条（義務の負担）
　　学会定款５１条にしたがい，予算をもって定めるもののほかに，
　　借入金の借り入れ，賃貸契約・リース契約・レンタル契約等新
　　たな義務の負担を行う場合には，理事会の決議を経なければな
　　らない．
第３０条（支払い）
　　会計担当者が金銭を支払う場合には，最終受取人からの請求書，
　　その他取引を証する書類に基づいて，会計責任者の承認を得て
　　下記の通り行なうものとする．
　　　（１）　金銭の支払は，利便性および安全性の観点から，相手
　　　　　　　方から指定のない限り，銀行振込を利用する．ただし，
　　　　　　　小額のアルバイト費，講演謝金，賞金の支払いはこの
　　　　　　　限りではない．
　　　（２）　金銭を支払った時は，原則として，最終受取人から領
　　　　　　　収証を受領しなければならない．ただし，振込の場合
　　　　　　　には取扱銀行の領収証をもってこれに代えることがで
　　　　　　　きる．
　　　（３）　公共料金・管理費・事業費等で，継続的に発生する支
　　　　　　　払については，会計責任者の承認を経て，自動振替の
　　　　　　　方法，もしくは事後承認で支払うことができる．
第３１条（手元資金）
　　会計担当者は，日々の現金支払にあてるため手持現金をおくこ
　　とができる．その額は，出金予定額および過去の実績を勘案し，
　　必要限度内にとどめる．
第３２条（残高照合）
　　会計担当者は，月々現金残高と現金出納簿残高を照合し，その
　　結果を会計責任者に報告しなければならない．

第３３条（収支月計表の作成）
　　会計担当者は，毎月初に前月分の現金，預金の収支月計表を作
　　成して，自ら検算を行ない，これを会計責任者を経て会長に提
　　出しなければならない．
第３４条（事故）
　　会計担当者は，金銭に過不足を生じた場合，ただちにその原因
　　を明らかにし，これを会計責任者に報告し，その指示を受けな
　　ければならない．会計責任者は，速やかに，これを会長および
　　理事会に報告しなければならない．

第５章　決算

第３５条（決算の目的）
　　決算は，１会計期間の会計記録を整理し，その収支の結果を収
　　支予算と比較して，その収支状況や財産の増減状況および１会
　　計期間末の財政状態を明らかにすることを目的とする．
第３６条（決算の種類）
　　決算は，毎月末の月次決算と毎年度末の年度決算に区分して行
　　なう．
第３７条（月次決算）
　　会計責任者は，毎月末に会計記録を整理し，収支月計表を作成
　　して，会長に提出しなければならない．会計担当者は，この実
　　務を行う．
第３８条（決算書類作成）
　　定款第５０条の定めに従い，会長は毎事業年度終了後，速やか
　　に財産目録，賃借対照表及び収支計算書等決算に関する書類を
　　作成する．会計責任者及び会計担当者は，会長の命によりこの
　　実務を担当する．
第３９条（固定資産への繰り入れ）
　　本会は学会運営の安定化のため，総会の決議を経て，決算上生
　　じた余剰金から固定資産へ繰り入れることができる．

（附則）
１　本規程は 2008 年 1 月 1日から施行する．
（附則）
１　本規程は 2009 年 4 月 1日から施行する．
（附則）
１　本規程は 2010 年 3 月 8日から施行する．

細則
１　重要な会計方針に関する細則
　　重要な会計方針は，次のとおりとする．

　　　（１）　有価証券の評価基準および評価方法について
　　　　　　　有価証券および投資有価証券　移動平均法による評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  基準を採用する 
　　　（２）　固定資産の減価償却について 
　　　　　　　減価償却資産　　定額法による減価償却を実施する 
　　　（３）　引当金の計上基準について
　　　　　　　退職給付引当金　期末退職給与の要支給額に相当する
　　　　　　　　　　　　　　    金額を計上する
　　　　　　　賞与引当金　　　法人税法に定める繰入れ限度額に相
　　　　　　　　　　　　　　　当する金額を計上する 
　　　（４）　消費税の会計処理について
　　　　　　　消費税の会計処理については，税込処理によるものと
　　　　　　　する． 
　　　（５）　資金の範囲について
　　　　　　　資金の範囲には，現金，預金，立替金，未収入金，前
　　　　　　　払費用，短期貸付金，仮払金，未払費用，預り金，前
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　　　　　　　受金，仮受金および有価証券･短期借入金を含める．
２　勘定項目に関する細則

１）収入の部
大科目　　　　　　中科目
基本財産運用収入　基本財産利息収入　　固定資産の運用による収入
入会金収入　　　　入会金収入　　　　　新規会員による入会金収入
会費収入　　　　　正会員会費収入　　　正会員による会費収入
　　　　　　　　　学生会員会費収入　　学生会員による会費収入
　　　　　　　　　賛助会員会費収入　　賛助会員による会費収入
　　　　　　　　　一般会員会費収入　　一般会員による会費収入
　　　　　　　　　購読会員会費収入　　購読を対象とした会員による会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費収入
事業収入　　　　　過去会誌頒布収入　　会員へのバックナンバー販売収入
　　　　　　　　　研究発表会収入　　　年次大会等収入
　　　　　　　　　管理費収入　　　　　事業管理業務収入
　　　　　　　　　通常総会収入　　　　通常総会懇親会収入
　　　　　　　　　講習会収入　　　　　講習会参加費収入
　　　　　　　　　投稿料収入（＊１） 掲載料・別刷料収入
寄付金収入　　　　寄付金収入　　　　　寄付による収入 
その他収入　　　　広告収入　　　　　　会誌への広告掲載収入
　　　　　　　　　雑収入　　　　　　　主目的以外の小額の収入
　　　　　　　　　繰越金収入　　　　　別会計繰越金を一般会計に組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れるための科目
　　　　　　　　　受取利息収入　　　　銀行利息収入

２）支出の部
大科目　　中科目
管理費　　印刷費　　　　　　 封筒印刷，コピー代等印刷経費
　　　　　消耗品費　　　　 　経常的に消費する少額な物品，事務用消耗品費
                  備品費　　　　　 　耐用年数1年以上のかつ２０万円 以上のもの
　　　　　諸会費　　　　　　 公共性の高い団体への通常年会費等
　　　　　図書費　　　　　　 書籍購入
　　　　　福利厚生費　　　　 従業員の福利厚生のための支払額
　　　　　通信運搬費　　　　 郵送費
　　　　　情報システム管理費   システム管理にかかわる費用
　　　　　ニューズレター費　 ニューズレター原稿掲載御礼代
　　　　　電子広報費　　　　 WEB 管理費，サーバー管理費等
　　　　　会議費　　　　　　 理事会・評議員会・総務会・各委員会会
　　　　　　　　　　　　　　 場費・食事代
　　　　　雑給費　　　　　　 事務局員給与・旅費交通費・アルバイト
　　　　　　　　　　　　　　 員給与
　　　　　光熱水料　　　　　 電気代・水道代・電話代
　　　　　賃借料　　　　        家賃・コピー機リース代
　　　　　顧問料　　　　　　 会計士・社労士の報酬
　　　　　支払手数料費　　　 振込手数料費
　　　　　租税公課　　　        利息法人税・印紙税費など
事業費　　通常総会費　　　　 総会ハガキ印刷，郵送費，会場費
　　　　　研究発表会費　　　 大会経費
　　　　　補助金費　　　　　 各種事業に対する補助金
　　　　　講習会費　　　　     講習会会場費・資料作成費・講師謝礼
　　　　　研究部会費　　        研究委員会会費
　　　　　印刷製本費  （＊１） 論文誌・学会誌編集費用・印刷費用・会
　　　　　　　　　　　　　　 議費用
　　　　　通信運搬費　　　　 論文誌・学会誌郵送費
　　　　　授与費　　　　　　 論文賞・学術奨励賞賞金・賞状 /メダル
　　　　　　　　　　　　　　 作成費
その他　　雑費　　　　　　　 他の費目に入らない少額な費用
＊１　出版に係わる支出と収入が相応する項目

３　資金貸し出しに関する細則
　　第２５条に定める資金の貸し出しにおいて，下記に定める事業
　　への貸し出しは，当該事業年度内に返済が見込める場合におい
　　て，会長の承認を得て会計責任者が行なうことができるものと
　　する．
　　　（１）　当学会主催の学術研究集会および研究発表会
　　　（２）　当学会共催の学術研究集会および研究発表会
　　上記貸し出しに際しては，貸し出し先から下記の資料の提出を
　　必要とする．
　　　（１）　当該事業の予算案
　　　（２）　貸し出し金の用途
　　　（３）　貸し出し金の返済計画

４　特別会計に関する細則
　　第４条に定める特別会計として，下記に定める事業に関する予
　　算を設定できる．
　　　（１）　当学会主催の学術研究集会および研究発表会
　　　（２）　当学会共催の学術研究集会および研究発表会
　　特別会計の決算上生じた剰余金は，当該会計年度の一般会計の
　　収入として計上する．
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